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新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。
　一昨年、昨年と比較的よい景気が続い
ています。前年までよかった半導体関連の
需要が2018年に一服感が見られましたが、
自動車関連向けが補助金、人手不足、自
動化ブームなどで好調に推移しました。
　2019年は半導体業界の復活が予想され、
工作機械受注は引き続き高水準が期待で
きます。昨秋の JIMTOFでは様々な自動
化が提案されました。これまで3次元での
ワークの自動認識には時間を要することが
ありましたが、演算スピードが飛躍的に高
まりユーザーニーズに合致する提案はます
ます増えるでしょう。
　当社は2018年 10月1日付で生産財卸売・部品加工のO.T.ファテックと
キャスター製造・販売のユーエイキャスターが合併して誕生しました。管
理職の育成が目下の課題ですが、資金力や人材力を生かし、単独でやれな
かったことをスピード感をもって取り組む所存です。

代表取締役会長  雄島  大貴

メーカー 日時 会場

オークマ 2月 8日㈮・9日㈯ 9：30－17：00
（2日目は 16時まで）

大阪支店
（吹田市南吹田 5-13-25）

岡本工作機械製作所 2月 8日㈮・9日㈯ 9：00－17：00（予定） 大阪営業所
（吹田市江坂町 2-2-6）

東京精密 2月 8日㈮・9日㈯ 9：00－17：00（予定） 大阪営業所
（吹田市江坂町 1-18-27）

ＯＫＫ 2月 21日㈭・22日㈮ 10：00－16：00（予定）猪名川製造所（伊丹市北伊丹 8-10）

　JIMTOFに行けなかったお客様や会場でじっ
くり見られなかったユーザーを対象にしたプラ
イベートショー「アフター JIMTOF」が開催さ
れています。近日大阪で開かれるものをピック
アップしてみました。

アフターJIMTOF、
各社が開催

　当社は11月 4、5の両日、お得意様を招待した恒例の JIMTOF視
察ツアーを実施しました。大阪、名古屋、東京から合流するかたち
で総勢 25人が参加。例年よりゆったりしたスケジュールで技術・市
場動向やプレーヤーの顔ぶれの変化を見て回りました。
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JIMTOFツアー実施
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